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当マンションで実施してきた防災の取組み①

•マニュアル・規約等を整備、防災訓練を開催
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当マンションで実施してきた防災の取組み②

•各種防災備品等の購入
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ずっと解決できなかった大地震後の
トイレ対応の課題

① トイレ使用（排水）の一旦禁止。
②断水中・再開決定までは、災害用トイレ＝凝固剤を使用する。
③凝固剤で発生するトイレゴミが溜まり、置き場所に困り、いずれ
凝固剤は使い果たす。

④ トイレの我慢は、健康被害につながる。ストレスや様々な負担
の大きい在宅避難生活へ。

課題の解決、負担の軽減をはかりたいが・・・
そもそもトイレ汚水管の破損がないか確認する方法がないので、

水道が復旧しても、トイレ排水再開の判断ができない！？
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＊「下水チェッカー通る君」で確認できるのは、致命的に
大きな破損がないことであり、下水漏洩が全くないことを
保証するものではありません。
＊ひび割れなどによる漏洩を感知することはできません。

・汚水管簡易チェッカー 通る君

簡易チェッカー通る君（黄色い玉）をマンション（最）上階のトイレ
から水で流し、黄色い玉が地上の汚水枡を通過するのを確認で
きたら、トイレの排水管に大きな破損がないと自力で判断できる。

検討したJDLエンジニアリング社の
商品の概要（機能）①

ネットで
見つけた

5



・非常用給水装置 防災オアシス計画DEPO

受水槽にホースを差し入れ、手動汲み上げ
ポンプと接続し、稼働すると、最上階まで蛇
口付きホースから水を供給することができる。

検討したJDLエンジニアリング社の
商品の概要（機能） ②
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給水可能な水量の確認

•当マンションの地下受水槽の容量は24,000L。

•受水槽のボールタップ位置からして、およそ14,000Lが
貯水量と確認。

•本装置で給水する場合、

14,000L÷46戸≒300L/１戸当た

りの水（トイレ９ℓ×約30回分以上）

が利用可能になると試算。

課題の解決・負担の軽減策として理事会で評価、見積取得へ
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見積り・決定した内容

•汚水管簡易チェッカー（通るくん）
約31千円 テスト＋発災時１回分＋予備

•非常用給水装置・手動型ポンプ（昇助くん）
約501千円

合計531千円（１戸当たり約1.2万円）※２０２１年当時の金額

総
会
・
賛
成
多
数
で
購
入
へ

費

用

付

帯

事

項

•購入後のテストの実施（組合員から協力者を募う）
チェッカーの通過時間計測
給水装置設置と給水テスト

・実施マニュアルを作成
テストの結果を踏まえて防災委員が作成
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テスト作業の実施

2022年7月31日 ９名参加 9



チェッカーの通過時間を計測
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非常用給水装置を組立
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９階まで接続、給水テストを実施
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トイレ排水は一旦禁止・防災トイレを使用
管理組合が備蓄している防災トイレ（凝固剤）を30回分配付します。

トイレ汚水管が破損している可能性があるため、チェッカーによる検査結果を待ちます。

震度５強を超える大地震発生後のトイレ対応

電気がきていますか？ チェッカーによる検査結果

あり なし あり なし 合格 不合格

普通に使えます。 給水装置を設置して、地下受水
槽の水を活用。管理室等の水道
が出る場合は併用。

給水装置を設置して、地下貯
水槽の水を活用。（想定各戸
トイレ３０回分）

非常用給水装置を設置し、地下受
水槽から給水。まずトイレ汚水管
チェッカーによる検査に使用。な
お、給水設備からの水は飲めませ
ん。

当面の間、管理組合と各戸
で備蓄の防災トイレでしの
ぎます。各戸で必ず事前に
ご準備ください。

管理室等の水が出る
場合は、これを各戸で
汲みに来ることができ
ます。容器は各戸でご
準備ください。

チェッカーによる検査には、水道または
給水設備による水が必要です。

停電中は地下受水槽から水を汲み
上げるポンプが動きません。

非常用給水装置

チェッカー

トイレ排水の開始は、
いずれの場合も、行
政の下水道排水制
限解除の確認後、開
始となります。

水道局から給水がありますか？
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掲示物で周知
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メーカー様が作成してくだ
さった実施テスト当日の動画
をYOUTUBEで配信しました。

動画で周知
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区分所有者・居住者の声

• 災害時のトイレ対応の準備が整って安心した。

• 配付された資料を読んで、内容をよく理解するこ

とができた。

• 管理組合の防災の取り組みは心強く、自分の防災

への心構え・意識も上がるきっかけになっている。

• 使い方がわかる人たちがいるかどうかわからない

発災時の現場では、マニュアルは必ず必要になる

もの。マニュアル化はよかったと思う。
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かけがえのない協力者の存在
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ご清聴ありがとうございました。

30


	スライド 1: 大地震後のトイレの課題と 負担軽減に向けた取り組み
	スライド 2: 当マンションで実施してきた防災の取組み①
	スライド 3: 当マンションで実施してきた防災の取組み②
	スライド 4: ずっと解決できなかった大地震後の トイレ対応の課題
	スライド 5: 検討したJDLエンジニアリング社の 商品の概要（機能）①
	スライド 6: 検討したJDLエンジニアリング社の 商品の概要（機能）　②
	スライド 7: 給水可能な水量の確認
	スライド 8: 見積り・決定した内容
	スライド 9: テスト作業の実施
	スライド 10: チェッカーの通過時間を計測
	スライド 11: 非常用給水装置を組立
	スライド 12: ９階まで接続、給水テストを実施
	スライド 13: トイレ排水は一旦禁止・防災トイレを使用 管理組合が備蓄している防災トイレ（凝固剤）を30回分配付します。 トイレ汚水管が破損している可能性があるため、チェッカーによる検査結果を待ちます。
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26: 掲示物で周知
	スライド 27: 動画で周知
	スライド 28: 区分所有者・居住者の声
	スライド 29: かけがえのない協力者の存在
	スライド 30

